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2006年度のレビューと2007年度の課題
執行役員　環境保護推進室担当兼タイヤ技術本部長　水本　康博

2006 年度の活動成果

トップレベルの環境貢献企業

グローバル環境経営
世界の全拠点で、
高度で同質の

環境経営を行います

環境貢献商品
すべての商品を

環境貢献商品にします

トップレベルの
環境対応

産業廃棄物の 100％
再資源化を行います

環境経営の高度化

地球温暖化防止は世界のテーマ

環境貢献ファクトリー賞

環境貢献オフィス賞
 

環境貢献プロダクツ賞

優秀賞：三島工場
努力賞：施設管理部
　　　：ヨコハマタイヤ フィリピン INC.
優秀賞：該当なし
努力賞：ヨコハマタイヤ静岡販売（株）  
　　　：横浜ゴムMBT（株）　
　　　：台湾横浜輪胎股　有限公司
優秀賞：MB事業開発部
努力賞：ハマタイト技術部 　
　　　：TB設計部・タイヤ材料設計部



2006年度の反省を踏まえ、2007年度は特に次
の取り組みを強化します。

●廃棄物発生量の削減
2008年度までに35％削減（1996年度比）の目標
を立てていますが、2006年度は逆に前年度比
0.8％の増加となりました。目標未達を真摯に受
け止め、2007年度は製品屑削減などの抜本的対
策を実施することで、2006年度比20％削減の目
標を立てています。

●グローバル環境経営
現在、海外生産グループ会社9社がISO14001の
認証を取得し、環境経営のよりどころとしていま
す。しかし世界で同質の環境経営を実現するに
は、横浜ゴムとレベルを合わせた環境経営が必要
です。例えば、京都議定書の調印に参加していな
い国々でも、その国にあるグループ会社はすべて
横浜ゴムと同一目標を掲げねばなりません。こう
した体制を早期に確立すべく、グローバルな取り
組みを強化していきます。

●環境社会貢献
国内生産事業所、海外生産グループ会社では、さま
ざまな形で地域社会との交流を行っていますが、
これら活動のうち、横浜ゴムグループから働き
掛けて実現した活動は限られているのが現状
です。こうした反省を踏まえ、今年度から工場に
植樹し、杜を育てる「YOKOHAMA 千年の杜」プ
ロジェクトをスタートすることにしました。同プ
ロジェクトを通じて、地球温暖化防止を進めると
共に、生産事業所側から積極的に地域社会との交
流を深めていきたいと考えています。

横浜ゴムグループは、創業100周年を迎える
2017年度において、トップレベルの環境貢献企
業になることを目指し、これを実現する柱とし
て、3年ごと全4期12年（フェーズ｡～､ ）にまた
がる環境中長期計画を立てています。これは、環
境貢献活動は長い期間にわたり地道な活動を積み
重ねることで、はじめて効果が現れるとの認識に
よるものです。2007年度も同計画に基づき、ひとつ
ひとつ課題をクリアしていく考えです。

2007年度の課題

環境経営に関する自己評価

2006年度に改善が進んだ課題
　・京都議定書に対応した温室効果ガス排出量の削減

　・物流の環境負荷量数値化とCO2排出量削減策の実施

　・サプライチェーン対応（化学物質管理、調達、物流）

　・ゼロエミッションの継続

　・環境貢献商品の定義化と環境貢献商品比率の数値化

　・環境貢献商品開発（乗用車／トラック・バス用タイ

　　ヤ新商品発表）

2007年度以降の課題
　・産業廃棄物発生量の削減

　・グローバル環境経営の強化

　・環境経営に関する情報開示

　・環境社会貢献
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